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２０１１年３月５日　　　　作成責任及び文責　古畑　等





　三月になりました。「春は名のみの風の寒さや」とはいえ、着実に日足は伸びています。さて、次回定期演奏会まで３カ月余りとなりました。２１日には山田茂先生ご来場の特別練習です。体調を整え「唱歌の四季」をしっかり頭へ入れておきましょう。「ああ、上手になっていますねえ。」と誉めてもらえると嬉しいですね。





２月５日(土)


　和田先生のＶＴで、６時からの個人レッスンはアルトさんでした。全体の指導は、


まず厳しいブレスコントロール。胸隔を広げ呼気を入れて十カウントこらえ、ゆっくりはきます。３回やると脳がボーッとします。それからＢＲＲＲＲでドレミレドと声帯慣らし。①喉の奥をさげる、②鼻腔に呼気をまわす、③トサカに音を響かせる（ジラーレ）、顔の前に音を響かせる、④臍下丹田で呼気を支えるなどを強調されました。


　練習曲は「葉っぱのフレディ」の４～６を中心にＰ錬をやって、音を確かめてからアンサンブル。先生は「テヌート、アクセント、スタッカートははっきりと。」など、曲想にかなり踏み込んだ指導をされました。いよいよ仕上げが近い。


２月１９日(土)


　竹岸先生のＶＴ。６時からアルトの個別ＶＴをしてくださいました。両手を組んで頭の上で合わせて前に降ろす。これで姿勢が出来ます。吸気を腹、腰、背中、胸など各所に意識的に入れる感覚、またＨＯの早い繰り返しで、呼気を細かく出す訓練などブレスコントロールに有効でした。


　東混太田先生ご来場。「唱歌の四季」を我々が歌うということで励ましと助言に駆け付けてくださいました。


太田先生はＰ練習で４パートを周ってそれぞれのパートの声の出し方、表現のしかたなど、曲に即してアドヴァイスをしてくださいました。「この『唱歌の四季』という三善晃作品は、歌えば歌うほど怖さも感じる深い音楽です。楽譜が全てです。作曲者は計算しつくして作品を書いていますから、一曲目から最終曲までを見通したイメージを持ってください。Ｆの記号も最後が４つなら、始めはどんな程度の強さか考えてください。」などのアドヴァイスでした。


　貞松先生は再三「フレーズのまとまりを意識してブレス取りに注意。」、「富士山を登っていくように、歌いだしからピークまで次第に強くしてください。」「音符は指示された長さを充分保ってください。」など、細かい仕上げの指示を出されました。「『唱歌の四季』は是非暗譜で」だそうですよ。さあ、しっかり覚える努力をしましょう





連絡事項　○ＶＴ関連。和田先生・竹岸先生は６時に来場されて、順番に個人発声の指導をしていただけます。


○東京混声合唱団副指揮者の山田茂先生をお迎えして行う特別レッスンは、３月２１日（月祝）。時刻は、午後４時３０分から午後７時３０分です。練習会場はかがりホールです。参加者１５００円。欠席者も８００円徴収です。集金は会計中司さんまで。


○上田さんが中心で「愛唱歌集パート２」を作ります。採用曲候補募集中です。別紙プリント参照。


○「葉っぱのフレディ譜」を児童合唱団には無料進呈し、謝礼金も贈ります。


○｢唱歌の四季｣第２ピアニストは、諸般の事情でＳ河合栄美子さんになります。これまで練習においでくださった道下貴子先生ありがとうございました。河合さんには、歌う方でなくピアノでお世話になります。感謝します。


○定演担当：伊藤 訓子・西浦賢輔さん：定期演奏会に向けてのスタッフを募集します。（基本的には全員がなんらかの関わりを持つことになります）








○東京混声合唱団：３月２６日（土）午後２時開演・池田市アゼリアホール


○第13回河内長野マイタウンオペラ　「椿姫」ヴェルディ作曲（全3幕・原語上演・字幕付）


６月１８日（土）　16：00開演（15：30開場）１９日（日）　14：00開演（13：30開場）


　Ｂ中山さん出演です


○７月３日(日)　太田真紀先生、すばるホールでリサイタル。１４時開演。





シャンテ担当者古畑　等から、皆さんの原稿をお願いします。　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ














団員投稿　「ハミングの歌い方について」


　ハミングが歌えないという悩みは私だけと思っていました。団の仲間との会話で同じ悩みを持っていることを知りました。新しく入団された方もおり、再学習のレッスンが欲しいです。


難しさはファミングの「音高と音程、パート・メロディー」が取りにくい。歌詞がないから歌いにくいのは何故？。２つ目の課題はMやA、aやAh、BF、BO、Hum、u、uh、lala、ル、ルンルンなど発声法、また言葉の終わりの語などの発声法。たとえば「唱歌の四季」の「夕焼小焼」の最後「・・ほし」の『し』の口の形，舌の位置、口腔の状態など。３は歌の最後のファミングでの声を持続させるための方法、どうすればいいのかよくわかりません。加齢とともに肺活量が少なくなり、つい喉を締め付けますと変な声になります。「しまった」と思ったときは遅いです。


ご指導をよろしくお願いします。テナー　T・K（ＴＫさんご投稿感謝します。シャンテ子）








団ＨＰ記事から（団ＨＰに嬉しいご投稿がありました。転記させていただきました。）


読み方仙人のはずが、今日は何故か投稿したくなりましたので、感想文として一筆書かせていただきます。ここ（ＨＰ）に記事を投稿して下さる方々、特に団長をはじめ、岡田さん、テノーリさんの記事にはいつも感じ入って拝見しています。文章の纏め方の上手さも然る事ながら、団のことを思い、記事を読む側である団員の人達に何かを訴える心を感じます。８０名という大所帯のグループを纏めていくことは並大抵の事ではないと思います。先の皆さんのように団を思う心がそれを可能にしているのです。岡田さんの「日本音楽コンクール評を見て」では“言葉の大切さ”を改めて感じさせて頂きました。特に今回選曲された曲目はそれを感じながら歌うことが必要だと思いました。有難うございました。また、テノーリさんの「ビバ、貞松道人先生！（団ＨＰ投稿記事。貞松先生への感謝）」では大方の団員の心を代弁して下さったような気が致します。当団でも過去にとても寂しい経験をしてきました。しかし、これを乗り越えて今日に至ってこれたのは、団長の合唱への熱い思いと団員の歌い続けたいという強い情熱が有ったからのことだと思っています。テノーリさんの思いはシャンテの記事の中にもいつも感じております。有難うテノーリさん（ＨＰご投稿の読み方仙人さん、お言葉恐縮です。感謝申し上げます。なおゴシック強調はシャンテ子です。）








